



























































































































































を想起されるだろうか。一九世紀末にイギリスやフランス、オーストリアで開催された万国博覧会では、日本の産業製品、美術工芸品などが多数展示され、これらの万博が西洋におけるジャポニズム進展の火付け役を担ったことはよく知られている。 の流れは、他の芸術作品と同様に同時代の音楽作品にも大きな影響を及ぼし、二〇世紀初頭にはフランス 作曲家ドビュッシーの交響詩︽海︾や、イタリアの作曲家プッチーニのオペラ︽蝶々夫人︾など、多数のジャポニズム楽曲が生み出された。これらの大型音楽作品は現在でも国内外で頻繁に演奏機会を得ているものの、実は、万博を基軸にしたジャポニズム楽曲誕生より一〇〇年も前の一九世紀初頭から、西洋各国では日本 題材 ピアノや歌による小品がまとまった形で数多く出版されてきたことはあまり語られていない。
日文研﹁外書の研究﹂プロジェクトでは、日本を題材として作られた楽曲の楽譜資料も﹁日
本関係欧文図書﹂ ひとつとして位置づけ 数年前より調査と資料収集 着手。日本の幕末か
3ら大正期に該当する期間に西洋で刊行された作品、なかでも広く民衆に根付いた小品楽曲を主たる対象として研究を進めている。日文研所蔵楽譜のうち、古いもののひとつが一八一五年前後にロンドンで出版されたギルドン作曲のピアノ作品︿日本の調べ﹀だろう。クラシック音史上の古典派全盛 出版された本作は簡易なエチュード風に書き下ろされており、古典的かつ陽気な作風が愛されイギリスやアメリカで版を重ねた。同時代のオモシロ作品としては、かの有名な作曲家ベートーヴェンによる楽曲と騙った︿ジャポニカ・ワルツ﹀ ︵一八三〇年頃︶が挙げられる。 ﹁ も日本に着想を得て作品を残したのか！﹂と思わず顔がほころんでしまいそうになる 、残念ながら本作は、形式や作風、発表時期からも到底ベートーヴェン本人によるものとは考えにくい。これは、楽譜の大量販売を目標に据えた出版社が、買い手の目を引くようにベートーヴェ の名前を附し、そしてキャッチーなテーマをタイトルに
据えて作品販売したものと思われる。当時、このようなケースは珍しいことではなかった。
それにしても、販売促進を念頭に置いた作品の
テーマがなぜ日本なのか。一九世紀初期の西洋では、すでに﹁日本﹂ ﹁日本風﹂という言葉がそんなに浸透していたのだろうか。確かに、一九世紀ヨーロッパの新聞や雑誌では、 ﹁日本﹂に関する記事も多く目につくし、幕末から明治期にかけては芸人たちがオーストリアやイギリ などの西洋諸国を巡業し、バラエティ 富んだ日本風の興行






一八八〇年代に爆発的ヒットとなったサヴォイ・オペラ︵サヴォイ劇場を中心に興行が展開されたコミック・オペラ︶ ︽ミカド︾である。本作は、劇作家ギルバートと作曲家サリヴァンが組んだ作品の中で興行的に最も成功した作品であり、一八八五年三月一四日の初演以降、六七二回というロングランを達成した 当時のロンドンでは日本の風俗文物を見世物とした日本展が人気を博し、イギリスでは空前の日本ブームの真っ只中。日本風の登場人物たちが巻き起こすドタバタ喜劇を通して、当時のイギリス政府 風刺 ︽ミカド︾はこのブームに乗じ
た作品である。同時に本作は、ジャポニズムやオリエンタリズムのイメージ形成の一端を担った。時期を同じくして︽ミカド︾の劇中曲を身近に楽しむためにアレンジされた小品も多数刊行された。そ うちのひとつが、︿ミカド・ポルカ﹀ ︵一八八五年︶である。様々なバリエーションがある本作だが、日文研が所蔵しているのは、イギリスで軽音楽 曲家・編曲家として活躍していたブカロッ がピアノ独奏用に舞曲としてアレンジした楽曲である。 ︿ミカド・ポル ﹀ 発表された一九世紀後期は、オペラやバレエの作 がしばしばピアノ連弾や
? 2? ???????? 
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5 独奏のための舞曲としてアレンジされ、個人や小規模のサロンなどで身近にダンスを楽しむために用いられた。本作もその流れを汲むものであり、 ︿ミカド・ポルカ﹀が作られた一八八五年には同じくブカロッシの編曲で︿ミカド・ヴァルス︵ワルツ︶ ﹀ ︿ミカド・ランサー﹀ ︿ミカド・クワドリル﹀といった四形式の舞曲作品が発表されている。ちなみに、同時期にはイギリス以外でも︽ミカド︾にまつわる作品が多数輩出され、例えばフランスでは一八九八年にマルセイユに本社を持つフェ ックス・エイ ゥー社製の﹁ミカド石鹸﹂ 買った人へ、リヨン出身の作曲家アーノードのピアノ作品︿ミカド・ポルカ﹀がプレゼントされた
これまで紹介したのはほんのごく一部の作品に過ぎな
いが、一九世紀末までに発表された楽曲 多くは西洋舞曲の形式が主流であり、今わたしたちが ザ・日本 音楽﹂と感じるような特徴︵たとえば、 ﹁ドレミソラ﹂で構成される五音音階や、民謡などでよく用いられるピョンコ節のリズム︶は、ほぼ皆無と言って良いほど描かれていない。例外的に、シーボルトが日本滞在中に採譜した音やメロディーをもとに編曲した曲集︽日本の旋律︾
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6や、お雇い外国人として日本の洋楽受容に貢献したオーストリア人ディットリッヒが邦楽和声や邦楽器の音色を編み込み作った楽曲︽日本楽譜︾も存在はしている。しかしながら一九世紀に刊行された楽曲の過半数は、実際の日本、あるいは日本音楽に直接触れたことのない作曲家 手によって生みだされたものだった。だとすると、そこに 彼らが思い描く﹁日本﹂のイメージというものが滲み出ているのではないだろうか。言い換えると、一九世紀後半にこそ﹁ミカド﹂や﹁興行師・軽業師﹂といったキーワードが定着していくものの、それ以前の一九世紀前半ベートーヴェンの時代に、楽譜販売促進の一役を担うと目された﹁日本﹂ は、当時の彼らにはど ような存在で、どのように映り、さらに音楽でどのように描こうとしたの 、そうしたことが作品や、楽曲 背景に迫ることで見えてくるの はないかと思うようになった。日文研所蔵資料 対峙 通じ、筆者 好奇心は日増しに掻き立てられ、さらに古い資料や基盤 なる思想から その問いの答えを追求したい う気持ち 膨らむ一方だった。
二〇一九年春・夏季。少しまとまった期間イタリアで調査
をする好機 恵まれた。なぜイタリア の それは、一六世紀以降、日本情報に精通したイエズス会の情報はイタリア
? 6? ??????????????
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分析結果は後稿に譲る して、調査 では非常に しいトラブルの連続だったことを記して本稿の筆を置きたい。ある日、道に迷いつつ最寄りのバス停 ら三時間歩いて辿り着いた片田舎の教会文書館では、門前でおじいちゃんアーキビストが﹁あぁ！東方から来たジャッポネーゼ！待ってたよ！﹂と抱擁しながら迎え入れてくれ、思わず泣きそうになった。また、とある音楽院附属図書館では何故だか楽譜のコピーを認めてもらえず、食事返上でひたすら五線譜に鉛筆で書き写すという修行に励んでいたところ 見かねた図書館の受付さんが連日オムレツを焼いて食べさせてくれ 。このよう 温かい人たちに助けら ながら なんとか調査を終えることができた。こ 経験を糧に、なお一層、日文研所蔵ジャポニズム楽曲の研究探訪にもしっかり邁進し いきたいと意気込んでいる。謝辞
二〇一九年八・九月のイタリア調査は、人間文化研究機構若手研究者海外派遣プログラムの支援により



















の案内で、研究会に参加した中国、韓国及び日本の研究員とともに、富士山を見学に行った。バスの窓から富士山の姿が見え とたん、研究員たちは揃って歓呼した。富士山を見たことがない私にとって 常に文学作品 中にあった富士山は、突然、雪蓮花のように目の前に浮かび上がったのだ。今 もそのイメージは忘れられない。六月は富士山の山開きの前なので、富士山に登ることはできず 山麓で富士山を仰ぎ見るだけであっ が、将来いつか山頂まで登るという思いを心に秘め、富士山についての研究を決意し 。
二〇一六年から二〇一九年にかけて、私は日本語教科書から見る富士山のイメージや富士山
の信仰、更には江戸時代 富士山漢詩など、三点 論文を中国の学術誌 発表した。それ 加えて、二〇一九年一一月二四日 日本近代文学会、昭和文学会及び日本社会文学会合同国際研究集会で、私は富士山の漢詩 中国唐代の﹁詩聖﹂と称される詩人杜甫の名作﹁望岳﹂と う五言詩について、発表した。もともと二〇一九年一二月に、富士山に関しての数年の研究成果を集めた﹃富士山漢詩研究﹄という単著を黄 書社より刊行する予定であったが、日 に着任した後、図書館の富士山資料を調査し り、図書館の富士山古写真展示 学 りし 結果新しい資料を見つけたため、原稿 再度修正し 出版を二〇二〇年春に延ばすこと なった。
富士山と漢詩の繋がりは長い歴史がある。日本人は飛鳥時代、奈良時代の頃より、漢詩を作















霊山としての富士山は人間のように思考できるのではないか、と私はしばしば思う。それについて、富士山自身は一言も言わない。詩人たちは富士山の代わりに、さまざまな感想を表し、それらは本当に興味をそそる。一方、富士山は詩人の作品をどう思うのだろうか、古今の詩人と同じ感想を持つのであろうか、それは永遠の謎のように、私 心の中 時々響いている。その響きとともに についての研究をはじめとし、日本文学の研究を続けたいと考えている。
数年間断続的に富士山にまつわる論文やレポート 書いているが、時々、様々な事情で、研






る。このような多くの研究成果を前にすると、私は良い研究を出来るかどうか不安に思い緊張してしまう。加えて、富士山に関する古典資料は変体仮名で書かれており、読みづらい。例えば奈良絵巻﹃富士人穴草子﹄などは今の私にはなかなか読み取ることができない。とはいえ、諦めるという気持ちは全くない。私のカウンターパートである荒木浩先生のご厚意により、大学院生の石原知明さんと虞雪健さんから、変体仮名の古典籍の解読について、いろいろと教えてもらっている。富士山に関する論文や資料を調べるだけで なく、江戸時代の文学を研究するのに必要なくず 字や江戸仮名 ついて学ぶことで、富士山漢詩 研究を進めることができるのだ。富士山の研究は想像より難しい。
私は、外国人研究員の一人として、一歩一歩、富士山登山のように、富士山漢詩研究の本を












































すごい﹂とか、 ﹁アメリカでは、四個セットで販売しているヨーグルトや卵を一個単位で買うこともできたのに、ここでは、切り離 買って いけないということ 学んだ﹂云々。
ロンドンから特急電車に乗ると約二時間で到着するノリッジは、落ち着いた、されど活気の















いう少し長い名で、アイルランド特有のマックが付く苗字の人だった。ピータとの二人暮らしは、快適だった。引っ越した当日に、二階にあるベッドとデスクとチェストだけが置かれた、やはりラブリーな花柄の一部屋をあてがわれ、キ チンやバスの使い方を伝授され、英国式のホット・ボトル︵湯 んぽ︶を一つ持たされた以外、余計な干渉は一切なか わたしもその流儀に倣い なるべく彼女 日常のリズムを乱さないよう気を付けた。と言 て、会話 なかったわけで な 。それぞれのお茶の時間や朝夕食の準備などで顔を合わせるたびに、キッチンでいろいろな話をした。友人と 電話中にわ しの口から漏れる米語をあとで英語に矯正されたり、発音をさりげなく注意さ たりすることもあっ 。
親しくなるにつれ、少しずつ自分の生涯について語ってくれるようになった。北アイルラン
ドのベルファスト出身で、実家は商店を営んでいたこと。お父さんは アイルランド独立運動を指揮して二〇年代に暗殺されたマイケル・コリンズの友人だったこと ピータ自身は一〇代の頃にロンドンに移 住み、長じて結婚 相手は、某有名石鹸会社の社長だったこと。その後離婚することになり、三人の子どもを抱えてどこに行こうと途方に暮れた時、エイヤッと地図にピンを刺した先がたまたまノリッジだったこと 以来 市内では最も大きな病院で 院長秘書として定年まで働き がら子どもたちを育て上げたという。ピータは、ノリッジに住むアイルランド出身者で結成 た﹁アイルランド人会︵
Irish Society ︶ ﹂の元会長でもあった。
家には、いまは四〇～三〇代となったピータの子どもたちが幼い孫たちを連れてよく遊びに




け、ピータと語らっていた。近づくと、男性のほうの表情が少し強張った︵ように感じた︶ 。ＵＥＡで学んでいると自己紹介 たところ、キャンパスへ行く途中に自分 ちの家があると教えてくれた。わたしは簡単に挨拶を交わしてすぐに二階へ戻った。
二人が帰ったあとでキッチンに入ると、食器を洗っていたピータが話しかけてきた。 ﹁さっ
きの男性のアイバンがね、あなた 一つ言い い とがあったそうなんだけど、気 を悪くさせるかもしれないから言 なかった うの。それで わたしが何？ て聞いたらね、昔、四〇年代に、日本の捕虜収容所に入っていた時、ひど 仕打ち ころか、日本人にとても親切にしてもらったということを伝え 。本当はあなた 握手がしたか って﹂ 。
そして、こう続けた。 ﹁この国でもし誰かに、日本人 いうことで嫌な顔をされることが
あったら、アイバン よう 人もいるということ 思 出してね﹂ 。
エリザベス女王を訪問し 日本の天皇の車列に向かって、数百人もの元捕虜らが一斉に背中
を向けて抗議の意を示した、 現地で報じられ の 、そ 翌々年のこ だった。
わたしが沈みがちな時、ピータはよく＂
A
re you lonely? ＂と声をかけてくれた。 ﹁もっと何
かしてあげられるといいんだけれど わたしじゃ限りがあるものね。年齢が違いすぎるから﹂という言葉 即座に打消し 悩み事を相談したものだ 話を聞き終わると、 ＂
T
his is a life, isn ’t 




















誌、ＣＤに小遣いとアルバイト代を費やした。高校二年の時、こまつ座の座付作家・井上ひさし先生にファンレターを出したら、数日後にとても丁寧な返信を頂戴した。芝居の感想についてお礼の言葉があり、 ﹁自分よりも素晴らしい作家が綺羅星のごとくい す。たとえば、樋口一葉、宮沢賢治、太宰治、室生犀星⋮﹂と作家の名前が列挙してあった。手紙の最後は、 ﹁どうぞたくさん本を読んでください﹂と結ばれていた。
高校卒業後は働くつもりでいたが、書かれてあった作家の作品をできれば全部読んでみたい































































内家小芳と名乗り、漫才の初舞台を踏んだ。無声映画の楽士だった後の玉松一郎と大恋愛の末、一九二八年 結婚して、夫婦でコンビを組み、中国大陸を含む各地を巡業しながら漫才のテクニックを磨いた。一九三七年に吉本興行部にスカウトされて、漫才の本場・大阪の寄席に出演すると、瞬く間に売れっ子芸人の仲間入りを果たす 一九三六年の吉本興行部の専属漫才師は、エンタツ・エノスケ、アチャコ・今男、以下七三 で ワカナ・一郎は七四組目のコンビとして専属契約を結んだ。当初はいわゆる＂ドサまわ ＂の格下芸人として扱われ、一組目、二組目に出演する浅い出番だったが、わずか二カ月でトップクラス数組の漫才師と同じ出番が用意されるほど、短期間に頭角を現した。
二人の漫才の特徴は、女性上位のスタイルと、ワカナの＂しゃべくり＂のテンポ、さらに音



















的音源配信提供参加館館内限定︶として二七タイトル公開されている。また、一九三九年封切の主演映画﹃お伊勢 り﹄ ︵新興キネマ京都／監督森一生／脚本依田義賢︶にも短いとはいえ漫才を演じる場面がある。ワカナの考案し ギャグでいまも使われているものは数多いが、品のよい言葉づかいで話していた が、突如﹁ええかげんにさらせ﹂とか﹁なんぬかしてけつかる﹂と、ガラ悪く一転する落差ギャグと呼ばれるも があり ミヤコ蝶々や京唄子、現在では吉本新喜劇の未知やすえら、女性芸人に継承されている。
伝説の漫才師ミス・ワカナの波乱に満ちた人生は、舞台﹃おもろい女﹄という作品によっ




で共演した、当時一九歳の森光子は、ワカナから﹁森みっちゃん﹂と呼ばれて可愛がられ、主演映画にも声をかけてもらったという。森光子の自伝からも、 ﹁映画を撮れば必ずヒット、舞台に出ればひと月満員で、高座もお客はびっしり。三回公演だと二回しか出ずに帰ることもあります。内心ずるいと思う人 いたようですが そんな特別待遇が認められるほどの大スターで、まわりは始終ぴりぴりしていまし ﹂ ︵森光子﹃人生はロングラン私の履歴書﹄日本経済新聞出版社・二〇〇九年︶ ワカナが別格扱 のスターだったことがわかる。また、漫才についても ﹁男性優位の世の中で女性上位な は漫才くらいでしたから、新鮮な驚きでした﹂ 、﹁毒舌のワカナさんは誇り高い天才でした。私は初めて漫才のすごさを知ったのです﹂と特筆している。
私が﹃おもろい女﹄をはじめて観たのは、一九九八年二月の日生劇場での公 だった。修士











からおよそ一年半にわたってインタビューをさせていただいた。外交史や国際政治学を専門とする研究者七名の共同プロジェクトで、二週間に一回ほどのペースで実施されたインタビューの回数は二九回に及ぶ。その過半は平河町の古めかしい砂防会館に構えておられた事務所の応接室で行われたが、夏には静養先の軽井沢の別荘にお邪魔し、おぎのやの峠の釜めし弁当をご馳走になったことが懐かしい いずれも私には縁 ない場所だと思って からたいへん物珍しく、自民党の政治指導者の生きる﹁空間﹂ ﹁空気﹂を少し味わったような気がする。
小泉内閣時代に引退を勧告され、衆議院議員の地位から退いていたとはいえ、半世紀以上の
議員歴を誇る総理経験者として折々 発信しておられたころである。研究者を相手 毎回二時間ほどの時間を割いてくださっ のは驚きであった。中島
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磨氏︵現・九州大学教授︶が事務









は、岸信介などの﹁古い保守﹂とは明確に異なると認識していたことである。何が両者を分けるのか。そう うと、一瞬の沈黙ののちに﹁ ︹古い保守は︺洋服に染み付いたにおいのようなものだな﹂という反応が返ってきた。独立後の一九五〇年代前半、鳩山一郎や岸と中曽根は、所属政党こそ異なるが﹁真 自主独立﹂ 回復を訴え、憲法改正・再軍備を主張し 。保守なかで吉田茂に対抗した勢力としてひとくくりにされることもある。当時の中曽根は、矢部貞治に共鳴して修正資本主義、協同主義に惹か ことが示すように、鳩山や吉田の古典的自由主義に対してはやや距離感をもっていた。他方で、一九一八年生まれの彼 、大日本帝国のはじめた無謀 戦争に駆り出され、大きな犠牲を払わされた世代に属して る。 ﹁押しつけ憲法﹂への批判的ま ざし 共通していて 憲法の保障する自由民主主義の下で政治家として育った中曽根と大日本帝国の高級官僚であっ 岸と 間 は、越えがたい断崖が存在していた。その微妙な、しかし強烈な違和感を印象づけられたひとことであっ
第二に、非核三原則に対する見方である。核兵器を作らず、持たず 持ち込ませずの三原則
は、それぞれ岸内閣のころから個別具体的 問題に関連して国会質疑の場で表 されていたものの、日本政府の方針 して とまった形で示されたのは、一九六八年一月 佐藤栄作首相の所信表明演説がはじめてであった。首席秘書官、楠田實の日記によると、当初は﹁作らず﹂
29
﹁持たず﹂の二原則の予定であったが、直前の閣議で運輸大臣の中曽根が﹁持ち込ませず﹂も盛り込むべきだと強く主張し、結果的に三原則が表明されることになったという︵五百旗頭真・和田純編﹃楠田實日記︱︱佐藤栄作総理首席秘書官の二〇〇〇日﹄一九六七年一月二六日条︶ 。事実を確認し、理由を尋ねたところ、 ﹁ ﹃後世に残り、国際的にも影響力を持つ佐藤首相の原則だから、とくに国会の所信表明で言う場合には、中途半端なやり方ではなくして、三原則で堂々とやったほうがいい﹄と佐藤さんに力説した﹂という。しかし ﹁持ち込ませず﹂を徹底することは現実にはきわめて困難で、事実、冷戦期は核兵器を搭載 た米国の艦船が日本に寄港していた。日本政府の政策は非核三原則に反してい のではないか。﹁ ︹非核三原則︺は建前であってね、日本のそういう平和意思を世界および国民に知らせる、佐藤内閣のドクトリンを明示していると う意味があります。それと同時に、じゃあ現実はどうであるかと言えば、日本に入 てくるた に、アメリカは核を太平洋 どこかで下ろしてくるなんてことはしないだろう 現実的判断はそういう日本側の原則についてアメリカは従っているということで、異を立てない。そ いうこ でいいんじゃないかと思います
︵中略︶原則を公にし国民に宣言しておくのは、政治的ジェスチャーとして有効であり、また必要なことだ﹂ 。
唯一の戦争被曝国としての意思を示しつつ、米国の核抑止力を損なうような行動はとらない
ことを、必ずしも不整合なものと て理解しない点に、中曽根氏のバランス感覚を感じる。折しも政権交代が実現し、民主党政権の下でいわゆる﹁密約﹂に関する外交文書が公開された時期であった。核を搭載した米国の艦船・軍用機の一時 ち寄り︵トランジット︶ 事前協議の対象とするか否かをめぐって 日米間に共通 理解が存在しないこと 外務省が一九六〇年代
30
には認識し、歴代政権に説明していた事実も明るみに出た。 ﹁こういう矛盾は、こと外交についてはあり得ることなのです。便宜主義と言われ かもしれないが、暗黙の了解で対米関係を上手く動かすべきだ。外交は生きているから、生きているものとして扱 のが政治家のすべきことだと、このような状態であることは是認していました﹂ 。開き直りかもしれない。それでも、なんとも含蓄のあることばである。米国に安全を依存せざ を得ないという厳然たる現実を受け入れながら、そのなかで﹁自主﹂をいかに追求するかを必死に模索した指導者 ことばの重みと理解した 。だから、彼は非核三原則を、日米安保条約を早期 締結 たこととともに日本外交の成功と考えるので ろう 今日では、 ﹁アメリカが核の問題を含めて、日本に対して非常に期待するのに対して、憲法九条に忠実にやろうとして、防衛 負担 免 、国内的論議を避けようという政治的方策にも った﹂という意味で 非核三原則が米国 対する予防線になったと意義づけるのである
第三に、中曽根氏が戦後日本の政治家で吉田茂と鳩山一郎をもっとも高く評価していること




























コミュニティ︶や被災地に選定 た は、日本社会に内面化された差別問題を、今を生きる私たちが直面する現実に照応しつつ捉え直す を目指すという共同研究の主題を所外おいて実践するためであったと私は考えている 差別というタームを主軸としながら、歴史、政治、宗教、文化、思想どそれぞれの専門分野︵研究機関とは限らない︶で思考し活動する共同研究のメンバー 、自身の学問的態度︵学術的視座︶や日常的営為に いてその専門性 いかに越境しつつ交感しながら定置し直すことができるのか 問い直すものだったといえる。しかし、こ 問 への答えはそう容易いことはないこともはっきり て る。 くら当事者の苦悩や呻吟や葛藤に耳を傾け、その社会的立場から発話される一言一言に共鳴しても、その営為が直ちに自身の立ち位置を転換する
展示を観覧しながら水俣病の歴史と現在について詳細な解説に耳を傾けた。
二〇一八年九月一五～一六日︵オプショナルツアーとして
一部の参加者は一七日まで︶には、 ﹁三・一一﹂の傷跡がいまだに生々しい福島と宮城を訪れた。初日は、甚大な被害のあったいわき湯本の老舗旅館・古滝屋でご主人とご家族から当時の様子を聴きとりながら、震災の記憶を語り継ぐことの難しさを放射能汚染の問題とともに深く心 刻みつけた。翌日は、古滝屋のご主人 案内でバスをチャーターして被災地の現状を見て回 。国道六号を北上する移動 バス内でガイガーカウンター メモリが時折激しく振れるのを確認 ながら震災当時から時が止まったまま なってい 富岡町、双葉町などをめぐりながら、多くの犠牲者を出した無数 痕跡を眼に焼き付けた。仙台方面へ向かう駅では途中でぷっつりと途切れている常磐線の路線図 見上げながら日常生活への影響の多大さに改めて気づいた。仙台へ移動してからは支援と復興の今後につ て当事者 証言をもとにし 討論 おこなった。さらに、仙台市の震災遺構︵荒浜小学校や荒浜慈聖観音・慰霊塔など︶や、名取市 閖上地区の現状を共同研究のメンバーの導きでつぶ に見学してまわった。
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ことにはならないし︵その必要がないと認識される場合もあるし︶ 、共有化された思想的課題がすぐさま共感をもって社会︵世間︶ 受容されるとも言い難いからである。そ は日本社会のいたるところに差別の根源となっている権威主義や抑圧移譲が蔓延している現状ではなおさらである。
私自身のことに限定していえば、日常的に博物館での展示
表象行為に関わるなかで、そうした困難さの経験を幾度となく繰り返してきた。いま、人文系・歴史系の博物館は、近現代の日本社会で形成された秩序や機構によって必然的に生起してきた被差別当事者に対す 抑圧・暴力・隔離などを伴う生存権の剥奪などの行為︵歴史的事実あるいは史実︶を﹁負の歴史﹂として捉え直し、展示 象と認識する とが一つ潮流ともなっ いる。 、病、公害あるいは戦争 ど人間社会が刻み続けてきた﹁負﹂ 側面をクローズアップし、常設展示ないし企画展示によって公開される機 増えてきた。博物館 自明視し 社会像・世界観をいったん留保したうえで相対化 、被差別当事者の生活誌 思考の機軸を移行することが求められ、博物館を発話主体として確立ための関係を取り結ぶ﹁他者﹂を組み込むことが模索されているともいえ
しかし、博物館は、ある特定のコンテクストに置かれ文字
や映像として記録された資料︵ ﹁モノ﹂とも︶の証言力を通して、来館者の想像力と洞察力に働きかけ、そこから普遍的な記憶を創造しようとする場である。ゆえに、特定のテーマに特化 ようとすれば、常に当該問題の固有なリアリティを捨象して、問題の一般化ないし記憶の共有化につながる問題の普遍性を展示することになる。被差別当事者の語りや個々の経験は全体像の部分として後景に追いやられてしまいがちである。言語論的・物語論的転回以降の人文学・歴史学の世界では構造主義の後景に追い られ いた﹁主体﹂ 復権︵パーソナル・ナラティヴなど︶に回路が切り拓かれたとはいえ、展示を観覧した人びとは、その問題の構造的背景を知見として得たいと要求するわけで、ここに展示する側 のギャップが生じる。
一方、差別問題の研究では、被差別当事者の思想や意向が
強く反映されすぎてしまい、叙述する主 が過度 自己の態度を抑制してしまうこともある。こ 点もまた私自身が深く関わってきた部落史に限られ ことにはな が、研究のなかには性急で短絡的と思われるものや、無理な解釈︵自説の都合に合わせた強引な文献や絵図の理解など︶による唐突な議
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論が、人権啓発や人権教育といった﹁名分﹂をまといながら一部の人びとの間で共有されている。残念なことだが、学術的考究よりもイデオロギーが先行する深刻な事態がい だ部落史には存在しているの ある。こうした動向は実証的な論考によって乗り越えるしかないのであるが、部落史の深化阻害するような研究 散見されるのが現実であ
かつて社会学の領域から提唱された複合差別論は、差別／
被差別の関係性を相対化し、 ﹁すべての被差別者の連帯﹂との理想主義が差別を隠蔽する効果をもたらすことを鋭く指摘した。しかし半面、すべての差別問題は当事者 言語によって定義され構成されるほかない、とする当事者概念 限界もあって、被差別当事者の主張がそれだけで正当性をもつわけではない、との批判を生み出した。過度なアイデンティティ・ポリティクス依存への警鐘であ たわ あり、現在にもなお有効な指摘であろう。
展示にせよ研究にせよ、被差別当事者を対象として認識し
表象する行為をおこ おうとする者︵研究者や学者とは限らない︶には、あらゆる困難さをすべて引き受ける責任がともなう。叙述や表象の過程で浮上するであろう多岐にわたる課題に対する真摯な姿勢と総合的な判断が要求される。それ
は、安易な同調や冷徹な分析といった行為とはおよそ無縁なものである。責任と判断を全うしうる姿勢を保持する主体的な営みを持続するためにはどのような立ち位置にあり、かつ自身の言葉や表現によって差別問題への関心をいかに引き出すことができるか、私自身つねに問い続けて 。被差別当事者の個々 語り を社会の構造や機能 問題だけに回収するのでも く、かといってベッタリと寄り添うかの如き安易な同調︵代弁行為︶でもない態度とは何か。こ こと自問自答 たびに、責任ある主体とは何か、 う根源的な問題にぶつかっているというのが 偽らざる私自身 いま現在の心境である。
本共同研究の成果は、近々、複数の巻からなるシリーズ本




























































































































会議の主題に﹁普遍と特殊﹂とおっしゃるが、そもそも普遍の公準は誰がいかなる権限で設定したのか。そこで特殊として市民権を得るためにはいかなる策略が必要か。こうした比較には安定した基準枠の座標設定が必要だが、普遍と特殊との鬩ぎあいにあっては、そうした座標軸そのものが揺らぐ。その具体例の検討である。キリスト教のケノーシス概念と仏教の無との比較可能性については、西田哲学を専門とするコジラ先生が猛然と噛みついてくださり ﹁これで挑発行為だけは目論見どおり達成できた﹂と応答すると、会場は爆笑に包まれた。それにつづき、図書館ホールで簡単な講演を含めた展覧会が催され、最後には学生 ち総出演で日本の唱歌や流行歌のメドレー合唱 なされた。それぞれの世代が留学中の日本で覚えた歌謡に忘 難い記憶を刻ん いた三、
翌日からは、ヴィスワ川河畔の新図書館に会場を移す。会






inski ︶ 、 ﹁をかし﹂概念への考察︵
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ほぼ全員の発表に︵英語で︶コメントを加える機会を得たが、紙幅の都合のため、ここに再録する余裕はない。
?????????????????
??? Henryk Hektor Siemiradzki?1843–1902??????????????
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最終日には、また旧図書館に会場を戻し、まず芥川賞作





























に五日間、銀座 日動画廊と柳画廊 て展示 た。搬出前に太秦にて初めて見て、手触りを確かめたくなるような物質感に圧倒されたが、今度は美術作品のよう 扱われ、輝きが
増したように思えた。それに合わせて丸の内ＴＯＥＩで同作品を見て、大画面の迫力に心打たれた。映画は映画館で見るものだ、と今どきの風潮に逆行する念が湧いた。この上映では英語と中国語の同時通訳サービスがつけられ いたのは、今後日本映画の海外上映を進めるうえでもっと考えてよい。
銀座の後、四点の着物はパリに飛んだ。 ﹃ミカヅキ、紳士
サムライ﹄ ︵ ﹁紳士﹂には﹁毛並みの良い﹂のような意味も︶と巧みなフランス 題をつけられ、青のバックに銀色の三日月の文様、真ん中に右太衛門のポーズ写真を配した美しいポスター、チラシが作られた。そ おかげで五日間の催しには多くの観客数が集まった。キモノから最初に連想される花嫁衣裳のようなタイプではなく、サムライ 、それも映画 なかの衣装の展示であったことが、パリ人の好奇心 訴えたらしい。着物 脇 スクリーンで立ち回りのクリップを流したのだが、大人も子どもも立ち止 て見入っていた。 ぶん大昔、ぼくがインド映画や香港映画のアクション場面を初めて見たときのような妙な印象を抱いているのではないかと想像した。映画上映は七、 八割ほどの観客で ずは上出来だったと思う。
上映前の二五分ほどの紹介講演では︵一︶映画の都として
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の京都、 ︵二︶時代劇というジャンル、 ︵三︶市川右太衛門というスター 四 芸術作品としての着物 という四点について簡単に述べた。国内ならば語るまでもない話題だが、チャンバラ物を見 ことが い観客のために、おおよそ以下のお話を用意した。︵一︶日本映画は現代劇と時代劇の二種類に大きく分けられ、一九六〇年代ごろまで観客動員では後者が勝った。時代劇の基礎になったのは大衆演劇としての歌舞伎だっ 。歌舞伎は現在では大劇場で上演する豪華な一座しかニュースにならないが、かつては多数 小劇団が割拠 、全国の中小劇場を巡業していた。それを土台に時代劇は製作・配給された。一九二〇年代ごろまでちょうど歌舞伎の小劇団と同じように、小スタジオ 生まれ 消えた。一九二〇年代、京都に時代物専門のスタジオが続々と建設されたのは、西部 太秦︶が未開拓で、野外で撮るのに絶好だっ からだし、独自の演劇界を維持していて、台本、衣装、照明、かつら、化粧などのインフラが発展していたことも大きい。京都の映画史で重要なのは、一九二五年に弱小スタジオを統合し 時代劇を専門に作るマキノ映画が創立され で 戦時中の中断を挟ん 、そ 遺産は現在の東映 引き継 れ
︵二︶時代劇の多くは剣劇アクション映画で、剣が交わるオノマトペからチャンバラ映画という愛称で親しまれた。勧善懲悪と恋愛絡みの単純な物語とスターの魅力が売りだった。歌舞伎と並んでチャンバラ物に寄与したのが新国劇で、これは一九二〇年代、それまでヨーロッパの翻訳劇を上演ていた新劇運動から派生し、同時代の新作の脚本を上演した。女役がいない︵女優が女性を演じる︶のが新味で、立ち回りで歌舞伎よりも速い動きを採用したのも大きな魅力だった。この二点で歌舞伎の近代化を果たし、 劇と近づいた。映画界では人気が出るとシリーズ化するのが常識だ。旗本退
屈男は全三〇本撮られたうちの二三作目にあたる。こ シリーズの独創性は一人の俳優が三〇年間︵一九三〇～一九六三︶にわたってその主役をつとめた とにある。シリーズ物 しさは上映作品の冒頭、主人公と忍者の戦い 場面ではっきりしている。これはちょうどテレビの連続物のイントロ 同じく、その後の物語とは独立し、シリーズのロゴのように機能している。忍者のイメージが今日よりずいぶん素朴な に気づくだろう。六〇年代、映画とテレビ 通して、特撮アクロバチックなアクションで忍者物は 気をえた。
44
時代劇映画が歌舞伎から離れるひとつの兆候と考えられる。︵三︶本作はほとんど一人の俳優、 市川右太衛門︵一九〇七～一九九九︶のためだけに作 れたといってよい。十代のうちに演劇界に入り端役を演じた後、映画界入りした。大げさな身振り︵笑い、怒 、叫び、歩き︶ 、発声、顔の表情、視線、その他すべては映画向けに計算されていて、 ﹁フォトジェニック﹂でありまた﹁シネジェニック﹂である。つまり映画的効果を狙っている。ばか殿様を演じる片岡千恵蔵
︵一九〇三～一九八三︶もまた歌舞伎出身の大スターで、本作の広告が述べるように﹁東映二大スターの大競演﹂だった。製作の年、一九五八年は観客動員数、 館数に関して日本映画 絶頂期で、それにふさわし 派手な場面 多い。この殿様を喜ばせるために芸妓が踊るレビューの場面がある。娯楽 位ならではのお約束だ。
歌舞伎の影響は立ち回りの場面によく表れている。俳優の





之介は徳川幕府直属の旗本という高い地位にありながら、額の三日月の傷が象徴するように、時に攻撃的な行動 走しかし﹁天下御免﹂ 、そ 行動は公的 許されて る。彼は江戸の決まりきった生活に﹁退屈﹂し 本作 よう お家騒動のほか、阿片の密輸やミカドの暗殺のような恐るべき事件の匂いに誘われるように冒険に出かける。数名の手下が器用に立ち回り、彼を助ける。それぞれの土地の特産がいろいろ
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な形で紹介される。同時代の観客にとっては、旅の気分も楽しみだった。最後はもちろんハッピーエンドでめでたしめでたし。︵四︶右太衛門の着物への執着は強く、東映の年間衣装予算の八割を使ったという伝説がある。退屈男シリーズ全盛期には、一作ごとに一二、 三枚の着物を新調した。一九五〇年代にはカラー化が始まり、 っそう豪華になった。彼の着物は当人と同じく﹁シネジェニック﹂な出来で、実用は考えられていない。観客は金銀派手な柄を好んだ。最も見栄えがする着物 立ち回り場面で使われた。動きが激しく全身とクローズアップで撮られるからだ。着物が場面を選んだとさえ思える。足を拡げて刀を構えるポーズで 数十秒のために、裏地にも凝った。右太衛門もま どのポーズ 最も映えるかを知っていた。着物は映画と同じぐらいたくさんのスタッフの協力関係な







で使われた衣装という点では、映画博物館で飾られているマリリン・モンロー ドレスやジャン・ギャバンのスーツ 同じように尊敬されなければならないが、日本の映画界では長い間、忘れられてい 。本心をいうと、半世紀以上前に作れた商業主義のシリーズ物が、フランスの観客に受け入れられるか心配でならない。 ︵終わり︶
上映は拍手を持って迎えられた。着物＋映画の企画を統括

















た。研究会に参加する以前は、専ら文献だけで全てを判断し、研究しておりましたが、こ 研究会において学んだことは、例えば歴史的な名勝の具体的な場所については、実際に足を運び 調査するということでした。倉本先生と古橋先生のご指導で、他の方々とともに現地に赴き 例えば内裏や朱雀門の場所を確認したり、写真を撮ったり、資料を収集したりしました。歴史家の先生たち とっては何というこ もない活動でしょうが、これまで専ら文献 扱う みであった私にとっては、実に新鮮 面白いことでした。ただ、実際にどういうところが役立つのかは 当時は分かりませんでした。後に、研究分担者と て国内や海外で調査を行 、初め地調査の重要さを理解することが出来た です。
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一例として、二〇一九年一一月一五日︱一七日に、中国西


















ストスピーカーも貴重な話をしてくだ いました。ただ、専門外の私には 研究会で発表され、議論される内容に時々追いつけないことがありました。倉本先生の計らいによって、研究会の終了後、京都の由緒あ 料亭で懇親会が開かれ、食事をしながら先生方に質問し、さまざまなことを教えて頂くことができました。特に、古橋信孝先生には多く 質問を投げかけ、その都度、先生からは真摯なお答えを返して頂きました。懇親会は研究会の延長のようでもあり、分からない事柄や知りたいことにつ て質問できる勉強 場でもありま た。
特に質問の多い私に対して、古橋先生は嫌がらずにいろい
ろと日本の文学について教えてくださいました。ご自身の著
書も送ってくださり、日本語・日本文学を研究する上でのアドバイスもいただきました。研究手法の一つとして、まず先生方の著書を中国語に翻訳することが早道であると教えて頂いたのですが、そのことを聞い 私は、日本文学が専攻でない自分に出来るかどうか悩みました。実際には二〇〇七年から時々先生方の論文を中国語に翻訳 公表したりもしていましたが、一冊 本を丸々翻訳することはまだ決心がつかずにいたのです。そ ような中で、二〇一九年八月二三︱二五日に北京大学で開かれた国際会議のため 先生方の論文を訳す機会があり、翻訳の面白さが分 り 急激 意欲が湧いてきたのです。これからは、論文翻訳だけ なく、専門書 翻訳も手掛けていき いと思います。
また、懇親会ではいろいろな京料理を味わい、京都の街並み
にも徐々に興味を抱き始めることになりました。以前は 博士号を取ることに必死 、そのほ のこと 目を向ける余裕がなく、京料理や街並みなど京都の文化にも関心がありませんでしたが、この研究会や懇親会のおかげで、それら 興味 持つようになって、さまざま 場所 足を運び、京都の歴史や文化に触れるにつれて、個人的 調査も増えていきまし
写真一～五は﹁供養碑﹂に関する調査を行った時に訪問し
49
た京都府京丹後市峰山町泉一一六五︱二にある﹁金刀比羅神社﹂の﹁狛猫﹂ ﹁猫石﹂ ﹁猫の置物﹂ ﹁放生池︲亀﹂と、京都府京都市右京区太秦森ケ東町五〇番地にある 木嶋坐天照御魂神社﹂の﹁三本足の鳥居﹂です。ここでは地元の文化に触れ、信仰を示す珍しい品々を拝見することが出来ました。歴史書に記載があるかどうか、説話に出ているかどうかも調べていた私にとっては貴重な経験で、引き続き調査を行っていきたいという思いを強くしま た。
ここ以外にも、名古屋、和歌山、長浜をはじめ、長野県、













﹁小動物供養塔﹂が建てられています。この供養塔の写真データを求められた時に、場所がなかなか見つからず、横井庄一記念館を訪ねて横井庄一氏 奥さま︵写真七︶にお目にかかり、ご親族の大鹿 八氏︵津島市議会議員︶ ︵写真八︶のご案内によって撮影できた写真です。それまで私は、横井庄一氏のことは知りませんでした。
その日は、横井庄一記念館で奥さま



































ンサム、イケメン、チャーミング、流行、ファッション、デザイ などのことばを多く話す。女性に対しては、 ＇綺麗＇＇美しい＇ ＇かわいい＇ ＇セクシー＇などのことばもよく使う。二〇一九年九月二日、日文研・共同研究会︵井上班︶で朝鮮の春画に関して発表した時、 インのキ ワードを﹁セクシー﹂とした。セクシー︵
Sexy ︶とは性的魅力の形容詞、



















どで人為的に姿を変えているので、彼らの肉体美は裸体生活をしている民族には分かりにくいのである。うすい唇やわし鼻などもメラネシア人にとっ は決して美しいものではないだろう。原住民の美意識 自民族中心であり 他民族より優れていると島民達からは考えられていたのである。こ 文脈から美の基準が如何に相対 である が分か 。
現代の韓国人は整形美容などが一般化して、美意識が高い
といわれるが、身体的に美しい人が多いとは限らない サハリンに住んでいる韓国人はロシア スラブ系民族の肉体美に劣等感を強く持っている。私 かつてインタビューのなかで、ロシアの女性は若 時は肉体美﹁セクシー﹂であり、韓国人は強く望んでよく結婚するが年を重ね と後悔するだろうと韓国人の老婦人たちが話し の よく耳にした。グローバル化した現代の美は、民族ごとに異なるもの、 なものではなく、絶対的な基準 規定されてい ということである。二．露出
韓国の朝鮮王朝の春画から肌の露出状況を見ると、朝鮮王
朝時代には春画においてさえも完全にヌードにはなっていかった。画のモデル 主に盛装した貴 人 妓女であり︵図
１、 ２︶ 、女性の全裸の絵はほぼない。図３では提灯、火鉢、オマルなどが描かれているオンドル部屋の男性︵両班：白いドルマギ︶は裸であるが、女性はスカートを身に着けており、キセルをくわえている。キセルは貴婦人や妓生の象徴である。図４は庶民︵帽子、青服︶のようである。他の春画においても女性が完全にヌードになっているのは少ない。それ ヌードが当時タブーであったからであろう。さえ女性は衣装や化粧による美とファッションが強調されており、完全なヌードにはな ず 肉体美

















徴である。回春、不老長生、春画の購入者︵需要︶との関連があるのだろうという解釈もあ 。肌の色が女性より濃いのは女性の肌が白いことを強調しているのだろうか。猥褻ポルノ的な点を避けており、性へのタブーに配慮したためなのだろうか。儒教的貞操観の影響から性は当時の道徳、社会的規範などに反するも り女性がヌードにな こと タブーだったのである。しかし、老人の男 のヌードならば、とくに問題視されな ったのだろうか
周知のように、日本では同時期にリアルなヌード美人画が

































































プロダクションには、設立当初のものとして知られる一枚の記念写真がある。社名の書かれたステージの正面に阪東や、当時提携していたアメリカのユニヴァーサル社の人物と思われる西洋人が写っているその写真、その背景のステージはどこなのか。その後、その撮影所は、帝国キネマ太秦撮影所、新興キネマ太秦撮影所 東横映画撮影所などと名を変えていったけれども、九四年が経過したいま このステ ジそのものは、もうとっくになくな しまった か あるいは東映京都撮影所の敷地内にいまも存在す のだろうか。
そんな疑問の答えを、残されたその時代その時代の写真を













するうちに当然たどり着くわけだが、大陸新邨といえば、思い出 のは水久保澄子︵一九一六年～没年不詳︶である。トーキー直前のサイレント末期の松竹蒲田の女優 り、小津安二郎﹃非常線 女﹄ ︵一九三三年︶や成瀬巳喜男﹃君別れて﹄ ︵同年︶にも出演していることで知られる。マキノ雅弘や片岡千恵蔵といった映画界の他社の人間にもファンが多かった愛らしい少女役者であったも の、デビューした一九三二年からわずか四 、の の山口百恵よりも短い期間で消息を消し 幻の人物。
堀田善衛の上海日記、一九四五年一〇月二四日の記事に


















































































思っている。悪く えば、無神経な人だ と、みなしてきた。あれだけ多く 人たちに苦汁を めさせ、あ たは何も感じないのか、と
私に藤間へ話を聞く機会があたえられれば、何をおい も


















石母田からあやまられたことがあるという。 ﹁網野君、悪かった﹂ 。そうつげた唯一の当事者で、石母田はあるらしい︵網野善彦、小熊英二﹁人類史的転換期における歴史学と日本﹂二〇〇一年︶ 。非公式の場で、個人的 は網野へ謝罪をするという石母田の振舞も、検討してほしい。
一九六〇年代に藤間は東アジアへ、研究のはばをひろげよ







の土地をまもり、農耕 いそしもうとする人びとこそが、このしくみをはぐくんだ。じじつ、農耕 さかえたユーラシアの東端と西端では 封建制がなりたっている
もちろん、ヨーロッパと東アジアのそれには、大きなちが
いもあったろう。しかし、 あ えぬ遊牧民の中央アジアから見れば、どちらもよ 似てい ヨーロッパ 東アジアは、同じような歴史をへてきたと考 る。
マルクス主義は、世界に共通する発展段階を想定する。あ















する。我々の活動を広く一般に紹介するのが目的で、施設を公開し、教員やゲストスピーカー よる講演・座談会を催し、所蔵資料を展示し、施設案内なども行う。学者同士だけでなく 一般の方々とも接することのできる機会であり、我々 の年中行事の中でもとりわけ楽しい一日である。二〇一九 は講堂の改修工事などのため一般公開は開催不可能となったが、一般 方々に是非とも秋のイベントを提供したいという声が日文研 内から上がった。以上がこの特別な公開シンポジウム 生まれた経緯である。さて問題は、テーマと発表者をど するか 開催場所をどこに て、開催時期を一体いつにすればいい か。一から決めなければいけないことばかりであった。
実行委員長を仰せつかった筆者は、テーマとして﹁天皇と


















行った。第一部﹁古代の王権﹂では、中西名誉教授による講演﹁ ﹃万葉集﹄と王権﹂ 後、続く磯田准教授との対談で飛鳥・奈良時代の王権・朝廷の姿に迫った 第二部
 ﹁過去と現
在の皇位継承﹂では、前半が倉本教授による﹁前近代の皇位継承﹂ 、筆者の﹁近代天皇制と皇位継承儀礼﹂ 、そして君塚教授による﹁欧州王室との比較で見た ﹂と題する各講演を行い、後半は発表者全員を巻き込んだ座談会 した。日文研准教授の楠綾子が全体の司会を務め 。
中西進名誉教授はその講演で﹃万葉集﹄歌人が天皇につい















り盛況であった。参加者アンケートからも、テーマは十分に魅力的であり、登壇した先生方の発表も大 に興味を持たれたことが読み取れる。土曜日の開催もよかった。筆者 実行委員長として特に嬉しいのは、 ﹁今回初めて日文研の行事参加し ﹂ いう方々が多数いたことである。学生も多かった。歴彩館の広報活動も功を奏しただろう。アンケートの自由記述部分を見れば、特別公開シンポジウムの中身に関しては積極的なレスポンスが圧倒的に多く、発表者は十分な知的刺激を参加者に与えたであろ こと うかがえる。
反省すべき点がないわけではない。筆者が実行委員長兼発



















たったこの共同研究では、日本の台湾・朝鮮・ ﹁満洲国﹂などに対する支配において、学問的 識・政策構想・イデオロギー・スローガンなど多様な形をとって現れた﹁知﹂に着目しつつ、それが帝国の支配に果たした役割や、植民地支配下における被支配者の﹁知﹂のあり方を考察し きた。具体的には、知識人の学術活動と政策、政策担当者の思想 対抗知といったことが多くの班員に共通する問題関心 なった。
植民地権力と被支配民族にまたがるこのような広い意味で
の﹁知﹂が植民地統治を規定した、 いう枠組みから本共同研究は出発した。そ には、従来の日本帝国 学知研究が、ややもすれば、日本人の構築した知 みを考察対象 限定する傾向があったこ への批判をこめている。 同研究は、単に日本本国 知の影響が植民地にいかに波及したかという問題ばかりでなく、むしろ 本国の知が ような植民地現地の知と向き合い競合・包摂し合わな ればならなかったかという問題 も注意を向けた。さらに 日本のアジア各地
域に対する植民地統治の時期を孤立的に論ずるのでなく、その前後、特にポストコロニアルな文脈の中で捉えることも重視した。解放・光復前後の知 継承／断絶は本研究の大きテーマ 一つとなった。
さて、延べ一〇〇本を超える報告を得た共同研究を終え、
いささかの疲労感を覚えている︵徒労感ではない、念 ため︶ 。この共同研究は、所長裁量経費による﹁国際共同研究﹂のパイロットケ スとしてはじめられたため非常な緊張感があった。韓国・台湾から毎回多くの研究者を呼び、たいてい朝から晩まで二日間にわたり議論し続け、しまい は日本語と韓国語とマンダリンが飛び交うこともしばしばだった。また、二、 三、 四年目にそれぞれ韓国︵翰林大学校︶ ・台湾︵中央研究院台湾史研究所︶ ・日本︵日文 、国際研究集会︶で連続シンポジウムを開催している。すでに五〇代に入り体力も落ちはじめていた私には、なかなかのハ ドワークではあった。
この共同研究は、また、ちょうど日文研の財政逼迫があら






















とにした。陳さんから 、どのような枠組みの論文を求めているのか分からない、見本を見せて欲しいとたび び催促を受けた。結局、 ﹁ ﹁知と権力﹂という側面から見た植民地期朝鮮史の概説﹂という論文を書くつもりでまず大枠を書き、そこに関連文献をはめこんでいく いう方法にたどりつくまで一年以上を要し これ この分野を研究しよ とする初学者にとっては、それなりに役立つガイドにはなっただろう。しかし本来、この作業 、共同研究を開始する きにはすませておくべきものだったと思っている。共同研究会 初回に、班員を前に、主宰者は自分の掲げたテーマ 何を目指し、それがどのような学問的系譜の継承あ は批判として位置づけることができるのか そ ような道筋を語 こ が理想だと考えている 私は、これまで三本の共同研究を主宰してきたが、研究会の初頭にきちんとこ ことが き
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たのは最初の共同研究︵ ﹁日本の朝鮮・台湾支配と植民地官僚﹂二〇〇四～二〇〇六年度︶だけだったと自己採点している。その後の共同研究は、むしろ共同研究をしながらその分野について学んでいくという自転車操業にな てしまったように思う れはそれで自分の視野を広げる意味があったが、他方で過去の自分 業績を超えられないところに自分の老いを感じず は られない。
話は少し飛躍する。ここからは愚痴である。ここまでの部


















として参加された方から、次のようなメールをいただいた。﹁様々な分野からの学際的研究と、皆様が和気藹々と自由に発言していらっしゃるご様子に、深く感銘を受けました﹂と。主催者 あまり意識したことはなかったが、自由に発言できる雰囲気は確かにそうかもしれない。これまで参加した海外を含むさまざまな研究会の中 は 限られた人しか発言できなかったり、発言が憚られる雰囲気があったりするようなものも存在していたからだ。
共同研究会とは、国際日本文化研究センターのもっとも重






として滞在されていたロ レンス・マルソ さんにお願いした。マルソーさんは、ニュージーランド オークランド大学で日本の近世文学を研究されている。海外の研究動向も視野に含めて共同研究会を開催すべく、マルソーさんにご協力を仰いだ。
なるべく多彩で異なる学問分野の研究者に参加してもらう
ため、公募を行っ 知り合いの 者だけからなる﹁仲良し研究会﹂では困るのだ。まずはマルソー んに、海外の日本研究者のネットワーク、文学 者 メーリングリストなどを使って広く呼び掛けてもらい、研究者 募った。また私自身も、リクルート活動 勤しん さまざまな研究会や学会、懇親会に積極的にでかけ、お しろい をしている人を探した。
その一つが、二〇一七年夏に東京藝術大学で開催された美
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てみることにした。京大のある研究者の方からは、多忙 中二〇分の時間をい だき、具体的にどのような研 課題に取り組むのかを説明しようとした。とは言え、明確 結論が見えているわけではなく、むしろ共同研究会を通じて新たな地平を開拓したいと考えていたので、緊張もあり説明は どろもどろとなった。すぐに時間が経って そ 方 次 面談のため研究室を去って行 れた。あとに残された私 、研究室
の創設前から助手をやっています、という﹁研究室の主﹂のような品の良い女性が煎れてくださったお茶をいただきながら、別 研究者の方と話が盛り上がり、厚かましくも研究会に来てもらう約束をした。
文系、理系のさまざまな分野の方々による共同研究会と
なったので、当初、多くの方々が﹁アウェイ﹂感を感じておられたようだ。また、日文研 これまでの各種研究会やシンポジウムに比べて 女性 占める比率 高くな たのも特筆すべきことであろう 私は﹁身体イメージ共同研究会﹂のロゴ・マークまで作り、念入りに準備を行った。
三年間の共同研究会では、各年、個別のテーマを設定し、
集中的に議論で るよう した。一年目は﹁身体部位のイメージの解明﹂ 、二年目は﹁身体全体のイメージ 解明﹂ 、三
年目は﹁儀礼・祭礼・芸能等における身体の使い方とイメージの解明﹂である。
身体の各部位をテーマにした初年








細見美術館︶を共同研究会の一環として皆で見学し、展示の企画者でもあった石上阿希 ん、木場貴俊さんに解説 してもらったこともある。折 も前日に沢山美果子さんが発表された、近世の胎児と子宮の様子を描い 絵の展示もあり、実物を鑑賞しながら議論をするという絶好 場も実現した。
共同研究会では、時間の関係で議論し尽くせなかった課題
を、次回、掘り下げて取り組むように 。人文社会科学と




と言い、そのような状態は決して特異なものではなく、男女のあり方のグラデーションの一つ、と説明された。学部生向け授業のためにご自身が工夫して制作されたＤＶＤを用いて、発生学的に男女の生殖器官 どのように作られる かをわかりやすく図式化してくださっ 。海外からも数人の研究者が参加していたので、最新 ジェンダー研究の成果を共有し、それについて英語と日本語を交えて、医学、発生学、歴史学、人類学などの観点からディスカッションを行った。またスカイプを通し 海外の研究者の意見も聞くな ネットワークはさらに広がった。
この時、オックスフォード大学から参加した文化人類学者






































口減少と それに起因する諸事項だ。日本の人口は二〇〇八年の一億二八〇〇万人をピークに、過去に例 みないほどの急速な減少に転じて る。二〇五三年には一億人を切り、二一〇〇年には現在の半分以下にな と予測されている。
今後、大災害や戦争が起きたり、移民を大量に受け入れ










化はどのようなも に るのだろうか。文化的な創造性の発現に資本はどの程度関与するもの ろうか。現代の日本で新たな思想や価値につながる何かが芽生 ているのか。制度や社会的 圧力に って生まれなかったり、変質してしまったものがありはしないか。社会福祉や地域振興と 創造は、ときに矛盾を らみながら展開 、はたしてそれらは個の﹁生﹂とどうかかわっているのか。
社会の縮小とともに、生産・消費・輸出が縮小しても、そ
れを悲観する必要のない社会 どのように作ることが きるだろうか。重要な は、非排除性︵誰でも使え ︶と非競合性︵使っても減らない︶を備えた公共財とし の文化と、それを創造する力だろう。
注意しなければならないのは、文化の力で成長を取り戻すと
いった、 文化産業的な陳腐な発想に陥らないことだ。それでは、高度成長期の右肩上がりの神話にとらわれたままだ。経済が永遠に成長しつづけることなどありえ い。成長曲線が鈍り、下降線を描きだしたとたんに、ひとびとは不幸に る。この三〇年間の日本社会は、それを経験したのではないか。
成長や拡大ではなく、個の﹁生﹂との﹁かかわり﹂の観点
から文化創造を捉えるべきではないか。そうすれば、文化は巨大化した産業による束縛から解き放たれ、縮小社会のもとでその位置づけも変わってこよう。わたしたちが好きな歌を歌い、好きなイラストから二次創作 、好きな外国小説を翻訳し、それを公共の空間で披露す 自由をもつこ は わたしたちが﹁生きる﹂ことの根幹にかかわることであり、その自由は保障されるべ だ。そのような観点から、現代のさまざまな﹁制度﹂を見直してみる とも必要だろう。
一例として、 ﹁アール・ブリュット﹂ ﹁アウトサイダー・
















































︵ ︵二〇一九年一〇月二八日︱一一月二二日、京都工芸繊維大学美術工芸資料館、主催：京都工芸繊維大学美術工芸資料館、国際日本文化研究センター・機関拠点型基幹研究プロジェクト﹁大衆文化の通時的・国際的研究による新しい日本像の創出﹂ 、監修：大塚英志 国際日本文化研究センター教授︶では、このようなアール・ヌーヴォー風図案が多様な印刷物へと一気に広がった状況に注目し、特に、京都高等工芸学校︵一九〇二︵明治三五︶年創立︶において浅井忠らが担った図案︵デザイン︶教育︻図３︼ 雑誌﹃明星﹄ ︵一九〇〇︵明治三三︶年創刊︶をはじめとする文芸 の表紙絵や挿絵︻図４︼を取り上げ、そ 関連資料︵資料の複製パネルを含む︶






































立近代美術館、二〇〇五年︶が、関東大震災まで射程を広げ、アール・ヌーヴォーにおける美術と工芸・デザイン 間のヒエラルキーを転覆させようとする運動という側面に注意を向けながら、工芸や印刷デザインにおけるその諸相について広く言及している。また デザイン界の動向 うち、浅井忠と京都の図案教育におけるア ル・ヌーヴォーについては、並木誠士らにより研究が重ねられている︵並木誠士 松尾芳樹・岡達也﹃ か デザインへ
︱
近代京都の図案教












だれ髪﹄から﹃月に吠える﹄へ﹄岩波書店、二〇〇八年︶ 。さらに、大塚英志が、特に一条成美の挿絵類 注目し、 ﹃明星﹄をはじめとした文芸雑誌とそ 周辺 おけるアール・ヌーヴォーを ﹁無名性﹂ ︵大衆性︶を帯びた担い手における近代的自我の芽生え いう観点から捉え直し、その描写が少女まんがにおける表現につなが 可能性を指摘している︵ ﹃ミュシャから少女まんがへ
︱
幻の画家・一条成美と明治
のアール・ヌーヴォー﹄ＫＡＤＯＫＡＷＡ 二〇 九年︶ 。本展は、これらの研究をふまえながら、大塚氏 著書に沿う形で、文芸雑誌表紙絵と京都の図案教育におけるアール・ヌーヴォー調図像の流動性に注目し企画され ものである
このように、本展は、これらのアール・ヌーヴォー風図案
が、いつ頃、どのような人々によって、どのよう 手がけられたのか、それらの図案は、どのようなプロセスを経て多様
な印刷物へと広がっていったのか、なぜ、それら印刷物の描き手／受け手は、これらアール・ヌーヴォー風図案を取り入れ／受け入れ、魅了されたのか、についてささやかな考察を試みるものであったが の考察課題は﹁大衆文化研究﹂に照らすならば、次の三点において意義があると思われる。第一に、近代日本における印刷物で共有された最初の西欧由来のデザイン様式︵流行としてのモード︶であると考えられる点。第二 印刷術・写真術という機械的複製技術 よる複製文化 勃興期において、多様な大衆的図像が共有し 表現形式の一例と考えられる点。第三に、花や愛らしい女性のモチーフ、波打つような曲線によ 装飾性といったアール・ヌーヴォー風図案における諸要素が 竹久夢二らの抒情画などの大正期以降 大衆的図像へと引き継がれ変奏されていくと考えられる点。
これらのアール・ヌーヴォー風図案が大衆性を帯びつつ多





















関係を促進していく基礎、つまり市民レベルでの協力の基礎がある。そのような友好的な背景の中で、ベトナムでは日本語を勉強する人が増えており、さら 日本について調べたい、研究したい も る。ベトナムの高等教育における高度な人材育成 実現させるための日本語学習を普及させることを目的と て、近年の日本学研究の とこれからの課題について紹介していきたい。︻日本語学習者急増︼
日本語教育の歴史については、近年の三〇年間、つまりベ




で、国立、私立・民間であるかという違いは関係なく、日本語学校は増えている。一九九一年にホーチミン市人文社会科学大学において 日本の協力により最初の日本語クラスが開講された。そしてそ 三年後、日本語学科が設立され、二〇一五年に日本学部になっている。同時に、大学だけではなく、中学校や高 でも、二〇〇四年からモデル校において日本語教育がスタート た。さらに、この中 校、高校で日本語教育を実施する め 日本語教師を育 る必要があったので、二〇〇八年にはホーチミン市師範大学で日本語学科が設立され、それが今では日本語学部になっている。
その後、日本とベトナムの関係がますます発展してきた影
響で、日本語教育もさらに発展してきた。ハノイ、ホーチミン市といった大都市圏だけではなく、地方 までも日本語教育が波及しており、全国での日本語学習者が増え いる。本語は英語についで第二の外国語になっている 二〇一五年の︵独︶国際交流基金の調査によれば、ベトナムにおける日本語学習者数 六万四八六三人 、 〇一二年時の
四万六七六二人と比べると三八・七％増加しており、世界でも八番目の数となっている︻国際交流基金ホームページ
 日
本語教育国・地域別情報︼ 。中等教育︵中学、高校︶レベルでは、日本語は正規の第一外国語になっている。更に二〇一六年期﹁二〇二〇年期 家外国語プロジェクト﹂のもとで、小学三 生からの日本語教育導入が開始された。近年、最適な学習環境を作るため、日本 教育に新しい日本語教育のマスタープランカリキュラム、シャドーイング学習などを導入されている。
では、なぜ、ベトナム人の若者たちは日本語学習にそんな






















二〇一六年﹁近世期日越関係史﹂二〇一八年﹁越日関係四五 の成果 展望﹂二〇一九年﹁日越俳句交流会﹂二〇一九年﹁明治維新とベトナムドイモイ︵革新︶ ﹂︻日本語教育における日本研究の位置づけと今後のあり方︼
ビジネスに役立つ実利的な日本語教育が偏重される中、学














を教えるという﹁有益な﹂ ﹁実利﹂教育が支配的な現在の日本語教育形態の中で 術的な日本 充実するこ を願っている。国内外の発展状況の変化に直接的 影響を受けるベトナムにおいて、日本語教育・日本学は今後ど ように展開されているだろうか。また、日本経済 日本史、日越歴史関係などの研究が多 と感じるが、伝統的な価値がある古典文学に対して、一般市民がもっと親近感を持つようになって欲しいと願っている。︻まとめ︼
グローバル化の進展に伴い、日本学が世界に普及している
中、日本語学習者が急速 増え いるベトナムでの専門的な








るまで、規範が行動や良心に作用する。学問では伝統の賛美、同一感、誇り、規範的で思想的なリゴリズムを目指さず、飽く も知的好奇心に答える思索を心得るので、礼儀作法をどのように研究するか、一例でもって確認したい。﹃禮記﹄を始め、宋・唐時代の多くの立成・書儀でも端的に明示されるように、作法には社会秩序を中心に 思想の根源的な意義が寄せられている。 ﹃禮記﹄ ︵第一巻、曲禮︶名言﹁人に礼ありては即ち安ず。礼無くんば危うし﹂というように人類の普遍的な礼儀作法はさら 合理化・概念化されてきた。中国諸国・朝鮮半島・日本列島の礼思想の徹底は周知のこと。文通は礼儀の域に離れがたく結びついている。主な史料を文書︵もんじょ︶といい ある見方に寄れば現代の電子メールとの共通点もあるが、もっぱら機能論的 妥当だと思われる。だが、 ちろん文書にあって電子メールにない要素もまた多々ある例えば、守覚法親王︵一二〇二年没︶が三條禅門と忠親公
なる者に尋ね、書状を認め 作法に関す 諸説を集め、御記に止めた。 ﹃消息耳底秘抄﹄とい 。後世 手に渡っ 秘すべき記録として伝授された。嘉禎三年付の書写の後書きによれば、六月の異例に涼しい二三日にて霖雨が一〇日ほど続










struggle for existence ︵生存競争︶を広く、生命の最善および
悩みの無い心地を狙う営みと 捉えなおせば、文化に通じるとする見解がある。人間の生存を保証する多岐にわたる戦略と戦術を例えて、農地﹁開発﹂ ︵
culture ︶ 、 ﹁都市化﹂ ︵
civi-
lization ︶ 、 ﹁文化﹂ 、 ﹁文明﹂などと称する。つまり耕し、共














































憚々々﹂ ︵が けんけんこにはばかるべしはばかるべし︶と言う。笠松宏至も指摘したよう 、例外的に公家の間で﹃弘安礼節﹄のような申し合わせ あり、公共の芽生えはなかったと言えない。しかし、中世の夕暮れまでは家格 体系が頑丈で、故実の普遍化は かな 展開しなかった。礼儀作法の大部分は故実の専有権及び支配権力への奉仕 よって閉鎖されたから ある。このような礼儀規範の閉鎖性はいかにも社会に必要な礼儀の一般性や普遍性と拮抗 た歴史も注目に値する。
右で述べた伝授の空気の中では宛て書きについて不安が蔓
延。人類の書簡文化と共通する だが、例えば日本語 中世史料ではいわゆる上所が問題になった。氏名職名に﹁進上﹂ ・﹁謹上﹂ ・ ﹁謹々上﹂のどれを被せるかで、敬意の度合いが決まる。尊大、尾籠、艶、 品などの形容の中で差出人が演技
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月までベルギーとフランスに留学しており、研究会参加のタイミングはフランスで博士論文を提出した直後であった。言うまでもなく彼の地においてフランス文学は﹁国文学﹂であり、フランスの大学のなか もとりわけ国文学研究機関という色合いの強いパリ第四︵ソルボンヌ︶大学で論文を提出した︵大学統合により、現在では第四という数字は消え 単に﹁ソルボンヌ大学﹂と呼ばれる︶ 。六時間の口頭試問を経て無事に論文は受理されたが、審査員 一人であったパリ四の名誉教授の言葉が今でも脳裏に焼き付いている。筆者の論文は、作家マルグリット・ユルスナール︵一九〇三︱一九八七 がとくに戦間期 執筆した作品群を、 ﹁秩序へ 回帰﹂ 呼ばれる当時のフランスの芸術潮流に位置付けようとする試みであった。ところが、日本人が﹁ネオ・クラシシズム﹂という問題を扱うこと 対して、ヨーロッパの古典もわかっていい外国人には分不相応だと言わんばかりだっ のである。ユルスナールは日本に関するテク トも書いているの どうしてそちらのテーマを選ばないのかと皮肉まじ に問われ 他意はなかったのかもしれないがフランスを代表する教育・研究機関の排外主義的な一側面をひしひ 感じた。
このような過程を経た筆者は、恐れ多くも、日文研ももし
かしたらパリ第四大学の日本版、つまり国粋主義的かつ排他主義的なのではないかというイメージを持っていた。日本研究を志す外国人研究者が筆者 ような思いをしているのではないかと危惧 、そういう人が たら相談に乗ってあげようなどと不遜にも思いつつ、戦々恐々と初回の研究会に参加した。その不安が杞憂に終わったのは言うまでも い。
本研究会は、各年度の前半に集中して行なわれ、そこには









なかったものの、そのなかでもとりわけ印象に残っているのが﹁中動態﹂をめぐる二〇一六年の第五回研究会である。ゲストスピーカーの森田亜紀氏は、倉敷芸術科学大学でかつ教鞭を取られており、実技として芸術を志す学生たちを間近で見守ってこられたそうだ。そのような中で目にされてきたひとつの作品 出来上がるというこ を 中動態の概念を通してお話しくださった。制作者が﹁つくる﹂ ︵能動︶のではなく、なにかが﹁つくられる﹂ ︵受動︶のでも く、そこ作品が﹁現れる﹂ である。稲賀氏は 外科手術がとりわけうまくいっているときに医者がメスを動かしている ではなくなにものかに﹁動かされてい ﹂感じ するらしい いう
例や、ご自身の合気道のご経験を踏まえて補足してくださったように記憶している。論文の執筆が首尾よく進んでいるときや︵滅多にない︶ 、オーケストラで奏者が一体となっ 同じ方向に向かって演奏を進めてゆくときの、なにものかに動かされている な、でもその力が何であるかはわからないあの感覚、それがサンスクリットや古代ギリシア語、ラテン語に見出 る中動態につ がると うことに目が開かれる思いで った。そしてその態は フランス語やドイツ語の再帰動詞︵代名動詞︶に の名残が見られ し、日本語 も﹁山が見える﹂と言う。なぜ中動態に惹かれたのかというと、実際的な理由があったのも事実である。その年、筆者は東京都内の、世界のあらゆる言語を学ぶことのできる大学で、アラビア語や中国語を専攻する学生たち 第二・第三外国語としてフランス語を教えていた。代名動詞は教え くい。動詞の活用になじみ ない学生にと てはそ だけでも一苦労なのに、なぜ再帰代名詞までくっついてくるのか？筆者は、中動態の概念を学生たちに滔々と披瀝し 彼らは一様にぽかんとした表情をしてい が、ことば 勉強を続けるなかで、言語の体系 なかに人間の営みのありようが刻まれたこの一例をいつか思い出してくれたらと願う。
100
また、この中動態は様々な広がりを持つ。稲賀氏は、論集
第六部のエピグラフでハンナ・アレントに言及している。アレントが﹁犯罪に︿仕方なく同意する﹀態度を、強要された暴力への屈服ではなく、同意の︿意志﹀表明だとする判断を示した﹂ことに対して、稲賀氏は﹁彼女は意志と責任によって構築されるべき社会正義︵ないし神学的理論としての善︶の理想を手放さないがために、敢えて︿不本 な同意 ︵いう曖昧で﹁無責任 態度﹂ ︶を 犯罪行為から免責しなかった ではないか﹂と述べている。この︿不本意な同意﹀とはまさに中動態的な態度である。責任を﹁取る﹂でもなく責任を﹁負う﹂ も その︿あいだ﹀ 、白黒つけることく中立的な立場で物事を判断する は中動態的であ と言えそうだ。フランス語の名詞
«hôte»
は、主人と客人の両方を
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